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 要  旨 
 層状コバルト酸化物 La2-xCaxCoO4の x=0.5 の試料では室温において格子状の電荷秩序を示す。また Ca
の組成比が x=0.5 を境として磁気的構造の変化及び、Ca 置換量に伴う高スピン状態から中間スピン状
態へのスピン転移など興味深い物性が発現する。また TN =53K で軌道秩序に伴う弾性定数の異常が超音
波測定から明らかになっている。[1] 本研究では La2-xCaxCoO4(x=0.5)の試料について軌道秩序と格子歪
みの関係を明らかにすることを目的として、ラマン散乱スペクトルの温度依存性を測定した。 
図１に La2-xCaxCoO4(x=0.5)の Agモードの、図２に B1gモードの周波数の温度依存性を示す。なお、本
研究室では室温相の空間群を D2hと仮定している。Agモードも B1gモードも周波数は温度の低下と共に増




































           図１ Ag モードの温度依存性                 図２ B1g モードの温度依存性 
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